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台
湾
の
半
導
体
大
手
、
台
湾
積
体
電
路
製
造
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
が
東

ア
ジ
ア
の
経
済
安
全
保
障
の
カ
ギ
を
握
る
存
在
と
し
て
急
浮
上
し
て

い
る
。
米
中
ハ
イ
テ
ク
摩
擦
を
背
景
に
半
導
体
が
戦
略
物
資
と
し
て

改
め
て
注
目
さ
れ
る
な
か
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
生
産
技
術
・
能
力
で
世
界

ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
る
た
め
だ
。
日
本
、
米
国
、
中
国
な
ど
の
関
係

国
・
企
業
は
そ
の
力
量
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
、
台
湾
の
外
交
的
な

価
値
を
高
め
る
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
と
し
て
の
圧
倒
的
存
在
感

　
「
経
済
が
発
展
し
た
世
界
に
住
む
約
二
五
億
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
日

常
生
活
か
仕
事
で
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
製
造
し
た
半
導
体
チ
ッ
プ
を
使
っ
て

い
る
」。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
張
忠
謀
（
モ
リ
ス
・
チ
ャ
ン
）
前
董
事
長
は

四
月
二
一
日
、
台
北
市
内
で
開
か
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
演
し
、
自

ら
が
事
実
上
の
創
業
者
で
あ
る
同
社
が
世
界
経
済
に
欠
か
せ
な
い
存

在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

台
湾
で
は
近
年
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
「
護
国
神
山
」
と
呼
ば
れ
る
。
本

来
は
台
湾
本
島
を
南
北
に
走
る
中
央
山
脈
が
台
風
被
害
を
低
減
す
る

こ
と
を
指
す
が
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
中
国
の
統
一
攻
勢
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
と
い
う
「
国
難
」
克
服
の
切
り
札
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の

比
喩
と
し
て
定
着
し
た
。
張
氏
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
第
二
の
護
国
神

山
の
出
現
は
「
難
し
い
」
と
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
独
走
を
断
言
し
た
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
も
と
も
と
、
台
湾
当
局
が
米
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ

日
本
経
済
新
聞
社

編
集
ビ
ジ
ネ
ス
報
道
ユ
ニ
ッ
ト
担
当
部
長

山
田
周
平

世
界
最
先
端
の
微
細
化
技
術
を
駆
使
し
、

半
導
体
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
の
巨
人
と
し
て
君
臨
す
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
。

米
中
対
立
下
に
「
米
国
陣
営
」
入
り
を
決
め
た
が
、

そ
の
動
向
は
、
半
導
体
産
業
の
み
な
ら
ず
、

今
後
の
国
際
政
治
経
済
を
も
左
右
し
そ
う
だ
。

や
ま
だ　

し
ゅ
う
へ
い　

早
稲
田
大
学
政
治
経

済
学
部
卒
、
北
京
大
学
外
資
企
業
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
修

了
。
一
九
九
一
年
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
、
台
北

支
局
長
、産
業
部
キ
ャ
ッ
プ
、ア
ジ
ア
部
デ
ス
ク
、

中
国
総
局
長
な
ど
を
経
て
二
〇
二
一
年
四
月
よ
り

現
職
。
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
桜

美
林
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
を
兼
務
。

東
ア
ジ
ア
経
済
安
保
の
カ
ギ
握
る

半
導
体
の
覇
者
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
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ル
メ
ン
ツ
（
Ｔ
Ｉ
）
の
上
級
副
社
長
だ
っ
た
張
氏
を
責
任
者
に
ス
カ

ウ
ト
し
、
一
九
八
七
年
に
設
立
し
た
「
国
策
会
社
」
だ
。
張
氏
は

一
八
年
ま
で
董
事
長
と
し
て
経
営
を
指
揮
し
、
株
式
時
価
総
額
が
七

月
上
旬
時
点
で
六
〇
〇
〇
億
ド
ル
（
約
六
六
兆
円
）
超
と
米
イ
ン
テ

ル
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
二
倍
も
あ
る
有
力
メ
ー
カ
ー
に
育
て
上
げ

た
。
強
さ
の
理
由
は
「
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
」
と
呼
ぶ
新
た
な
半
導
体

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
編
み
出
し
た
点
に
あ
る
。

　

フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
と
は
、
他
社
が
回
路
を
設
計
し
た
半
導
体
の

チ
ッ
プ
製
造
に
特
化
し
た
事
業
形
態
を
指
す
。
例
え
ば
、
米
ア
ッ
プ

ル
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
」
の
頭
脳
に
当
た
る
半
導

体
を
自
社
で
設
計
し
て
い
る
が
、
工
場
は
持
た
ず
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
最

大
の
製
造
委
託
先
と
し
て
い
る
。
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
な
ど
で
は
、

新
型
チ
ッ
プ
の
ア
イ
デ
ア
で
勝
負
す
る「
フ
ァ
ブ
レ
ス（
工
場
無
し
）」

メ
ー
カ
ー
が
続
々
と
生
ま
れ
て
い
る
が
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
そ
の
新
興
企

業
群
の
工
場
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
と
も
に
「
半
導
体
ビ
ッ
グ
３
」
と
称
さ
れ
る
韓
国
サ

ム
ス
ン
電
子
も
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
事
業
を
手
掛
け
、
イ
ン
テ
ル
は
三

月
に
再
参
入
を
発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
米
韓
二
社
は
自
社
ブ
ラ

ン
ド
の
半
導
体
チ
ッ
プ
を
持
つ
う
え
、
例
え
ば
サ
ム
ス
ン
は
ア
ッ
プ

ル
と
ス
マ
ホ
事
業
で
競
合
関
係
に
あ
る
。
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
専
業
の

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
よ
り
も
安
心
な
製
造
委
託
先
と
は
な
り
に
く
い
。

 

「『
ム
ー
ア
の
法
則
』
は
ま
だ
ま
だ
有
効
だ
」。
張
氏
は
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
こ
う
も
語
っ
た
。
ム
ー
ア
の
法
則
と
は
、
半
導
体
回
路
の
集
積
度

が
一
年
半
か
ら
二
年
で
二
倍
に
な
る
業
界
の
経
験
則
の
こ
と
。
半
導

体
は
一
般
に
、
回
路
が
微
細
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
小
型
化
・
省
電

力
化
・
高
速
化
な
ど
の
性
能
向
上
に
つ
な
が
る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
強
さ
の
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
こ
の
微
細
化
競
争
で

先
頭
を
行
く
こ
と
だ
。
最
先
端
の
半
導
体
で
は
現
在
、
線
幅
五
ナ
ノ

（
ナ
ノ
は
一
〇
億
分
の
一
）
メ
ー
ト
ル
の
微
細
回
路
を
素
材
の
シ
リ

コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
上
に
加
工
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
二
〇
二
一
年
四

〜
六
月
期
に
五
ナ
ノ
品
の
売
上
高
比
率
が
一
八
％
に
達
し
た
が
、
サ

ム
ス
ン
は
量
産
開
始
で
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
か
ら
数
カ
月
遅
れ
て
お
り
、
イ
ン

テ
ル
は
そ
も
そ
も
五
ナ
ノ
技
術
を
確
立
で
き
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
現
在
、
性
能
の
高
い
半
導
体
を
入
手
し
た
い

な
ら
、
世
界
中
の
誰
も
が
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
製
造
を
発
注
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
台
湾
の
調
査
会
社
ト
レ
ン
ド
フ
ォ
ー

ス
に
よ
る
と
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
二
一
年
一
〜
三
月
期
に
世
界
の
フ
ァ
ウ

ン
ド
リ
ー
市
場
で
シ
ェ
ア
五
五
％
（
金
額
ベ
ー
ス
）
を
占
め
た
。
二

位
の
サ
ム
ス
ン
（
一
七
％
）
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。

米
国
か
中
国
か
「
踏
み
絵
」
の
影
響
は
甚
大

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
世
界
の
半
導
体
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
の
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チ
ョ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
（
急
所
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
の

が
、
米
国
に
よ
る
二
〇
二
〇
年
五
月
一
五
日
付
の
対
中
制
裁
の
強
化

だ
っ
た
。
米
商
務
省
は
米
社
製
の
製
造
装
置
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
少

し
で
も
使
っ
た
製
品
を
制
裁
先
企
業
に
販
売
す
る
こ
と
を
禁
止
。
米

国
が
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
み
な
す
中
国
通
信
機
器
大
手
、
華
為
技

術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
の
半
導
体
調
達
を
絶
つ
狙
い
と
さ
れ
た
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
と
っ
て
当
時
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
売
上
高
の
十
数
％

を
占
め
る
大
口
顧
客
。
米
国
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
対
し
、
ハ
イ
テ
ク
摩
擦

で
米
国
を
選
ぶ
の
か
、
中
国
を
選
ぶ
の
か
「
踏
み
絵
」
を
迫
っ
た
格

好
だ
っ
た
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
こ
の
日
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
か
ら
の
新
規
受

注
を
停
止
す
る
と
同
時
に
、
約
一
二
〇
億
ド
ル
を
投
じ
て
米
ア
リ
ゾ

ナ
州
に
五
ナ
ノ
品
の
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

つ
ま
り
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
米
中
摩
擦
で
米
国
側
に
立
つ
意
思
を
明
確

に
示
し
た
と
言
え
る
。
そ
の
決
定
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
、
東
ア

ジ
ア
の
経
済
安
保
に
与
え
る
影
響
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
「
供
給
面
の
問
題
に
よ
っ
て
ス
マ
ホ
販
売
が
影
響
を
受
け
、
売
り
上

げ
が
下
押
し
さ
れ
た
」。
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
胡
厚
崑
（
ケ
ン
・
フ
ー
）

副
会
長
兼
輪
番
会
長
は
、
三
月
三
一
日
に
開
い
た
決
算
説
明
会
で
残

念
そ
う
に
語
っ
た
。
こ
の
日
発
表
し
た
二
〇
年
一
二
月
通
期
決
算
は

純
利
益
が
六
四
六
億
元
（
約
一
・
一
兆
円
）
と
前
年
度
比
で
三
・
二
％

増
に
と
ど
ま
っ
た
。
売
上
高
の
三
・
八
％
増
も
過
去
一
〇
年
間
で
最

低
の
伸
び
率
だ
っ
た
。
年
率
二
桁
の
増
収
増
益
が
珍
し
く
な
か
っ
た

こ
の
数
年
の
勢
い
は
完
全
に
そ
が
れ
て
い
る
。

　

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
全
額
出
資
の
フ
ァ
ブ
レ
ス
子
会
社
、
海
思
半
導

体
（
ハ
イ
シ
リ
コ
ン
）
で
ス
マ
ホ
の
頭
脳
に
当
た
る
半
導
体
を
設
計

し
て
き
た
。
製
造
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
委
託
し
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
ス
マ

ホ
に
搭
載
し
て
き
た
が
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
米
制
裁
強
化
で
絶
た
れ

た
。
英
調
査
会
社
オ
ム
デ
ィ
ア
の
推
計
で
は
、
ハ
イ
シ
リ
コ
ン
の

二
一
年
一
〜
三
月
期
の
売
上
高
は
三
・
八
五
億
ド
ル
と
ピ
ー
ク
時
か

ら
八
七
％
も
減
少
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
代
わ
り
と
な
る
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー

は
存
在
せ
ず
、
売
上
高
は
早
晩
ゼ
ロ
に
な
る
公
算
が
大
き
い
。

 

「
当
面
は
生
き
残
る
こ
と
が
当
社
に
と
っ
て
最
大
の
目
標
だ
」

（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
日
本
法
人
首
脳
）。
米
国
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
自
陣
に
取

り
込
む
こ
と
で
、
高
速
通
信
規
格
「
５
Ｇ
」
で
先
行
す
る
な
ど
中
国

ハ
イ
テ
ク
の
台
頭
ぶ
り
を
象
徴
し
て
き
た
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
抑
え
込

み
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

米
国
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
力
を
中
国
け
ん
制
だ
け
で
な
く
、
自
国
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
興
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。「
半
導
体
は

イ
ン
フ
ラ
だ
。
再
び
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
」。
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領

は
四
月
一
二
日
、
半
導
体
に
関
わ
る
有
力
企
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
集

め
た
「
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
き
、
こ
う
あ
い
さ
つ
し
た
。
イ
ン
テ
ル
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｍ
）
な
ど
米
国
勢
の
ほ
か
、
ア
ジ
ア
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か
ら
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
や
サ
ム
ス
ン
の
幹
部
を
招
い
た
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
発
足
早
々
、
イ
ン
テ
ル
に
よ
る
ア
リ
ゾ
ナ
州
で

の
大
型
工
場
建
設
へ
の
支
援
を
決
め
る
な
ど
、
半
導
体
生
産
の
米
国

回
帰
を
重
点
政
策
に
掲
げ
て
い
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
二
〇
年
ぶ
り
の
米

工
場
新
設
を
決
め
た
の
は
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
の
時
代
だ
が
、
バ
イ
デ

ン
政
権
は
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
招
集
な
ど
を
通
じ
、
自
ら
の
回
帰
策
に
組

み
込
む
構
え
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
側
か
ら
は
「
米
国
生
産
は
コ
ス
ト
が
高
す

ぎ
る
」
と
の
不
満
も
漏
れ
る
が
、
売
上
高
の
約
七
割
を
占
め
る
北
米

顧
客
の
期
待
に
応
え
る
観
点
か
ら
も
、
す
で
に
工
事
に
着
工
し
た
。

　

日
本
も
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
秋
波
を
送
っ
て
い
る
。
経
済
産
業
省
は
六
月

四
日
に
公
表
し
た
半
導
体
振
興
策
で
「
海
外
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
の
工

場
を
誘
致
す
る
」
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
指
し
て
い
る

の
は
明
白
だ
。
実
際
に
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
三
月
、
回
路
加
工
済
み
の
ウ

エ
ハ
ー
を
封
止
・
検
査
す
る
「
後
工
程
」
の
研
究
開
発
拠
点
を
、
茨

城
県
つ
く
ば
市
に
開
設
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
さ
ら
に
、ウ
エ
ハ
ー
に
回
路
を
加
工
す
る
「
前
工
程
」

工
場
を
熊
本
県
に
建
設
す
る
検
討
も
進
め
て
い
る
。
七
月
上
旬
時
点

で
は
未
定
だ
が
、
熊
本
に
工
場
を
持
つ
大
口
顧
客
の
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー

プ
へ
の
チ
ッ
プ
供
給
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
だ
。
経
産
省
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
の
工
場
誘
致
で
、日
本
勢
が
国
際
競
争
力
を
持
つ
半
導
体
の
素
材
・

製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
を
活
性
化
さ
せ
る
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
。

日
本
に
求
め
ら
れ
る
微
妙
な
舵
取
り

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
「
半
導
体
の
覇
者
」
ぶ
り
が
、
主
要
国
と
外
交
関
係

の
な
い
台
湾
の
経
済
安
保
上
の
価
値
を
高
め
て
い
る
構
図
だ
が
、
危

う
さ
も
あ
る
。Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
な
ど
二
者
は
七
月
一
二
日
、独
ビ
オ
ン
テ
ッ

ク
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
中
国
企
業
経
由
で
一
〇
〇
〇
万
回

分
購
入
し
、
台
湾
当
局
に
寄
付
す
る
と
発
表
し
た
。
台
湾
当
局
は
ワ

ク
チ
ン
調
達
が
中
国
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
て
き
た
と
主
張
し
て
お

り
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
コ
ロ
ナ
対
策
で
も
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
ろ
さ
を

露
呈
し
た
。

　

今
年
前
半
に
は
、
台
湾
は
五
六
年
ぶ
り
の
渇
水
に
見
舞
わ
れ
た
。

半
導
体
工
場
の
操
業
に
は
大
量
の
水
が
必
要
な
た
め
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
な

ど
の
生
産
が
滞
り
、
世
界
的
な
半
導
体
不
足
に
拍
車
を
か
け
る
懸
念

が
広
が
っ
た
。
梅
雨
に
入
っ
て
水
不
足
は
緩
和
さ
れ
た
が
、
半
導
体

生
産
が
台
湾
に
集
中
し
て
い
る
リ
ス
ク
が
再
認
識
さ
れ
た
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
熊
本
工
場
を
検
討
す
る
背
景
に
は
、「
中
国
と
の
武

力
衝
突
リ
ス
ク
が
あ
る
台
湾
域
内
の
工
場
だ
け
に
依
存
し
た
く
な

い
」
と
い
う
ソ
ニ
ー
の
意
向
も
あ
る
と
い
う
。
米
国
や
日
本
に
は
当

面
、「
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
擁
す
る
台
湾
当
局
を
背
後
で
支
え
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

に
頼
り
つ
つ
、
脱
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
進
め
る
」
と
い
う
微
妙
な
外
交
・
産

業
政
策
の
か
じ
取
り
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。
●




